
言語聴覚士は、主にことばによるコミュニケーショ
ンや嚥下（飲み込み）に障害のある方の社会復帰をお手
伝いし、自分らしい生活ができるよう支援するのが仕
事です。言葉がうまく話せない、声が出にくい等、こと
ばによるコミュニケーション障害は多岐にわたります。
今回はコミュニケーション障害の１つである失語症に
ついて取り上げていきたいと思います。失語症とは脳の
中の言葉を司る部分である、言語中枢が傷つくことで
生じます。そのため失語症の方は「聞いて理解するこ
と」、「話すこと」、「読んで理解すること」、「書くこと」等、

話し言葉だけでなく、言語にかかわるすべての作業が
難しくなります。例えるとある日、突然、外国でわから
ない言葉を話す人の中に入った状態です。大脳の言語中
枢は右利きの人の97％、左利きの人の70％で左半球に
存在しており、そこが脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜
下出血）、事故による頭部外傷、脳腫瘍等で損傷を受け
ることで失語症が起こります。失語症には様々なタイプ
がありますが、ここではよく見られる症状と失語症の
方への関わり方を紹介します。

リハビリテーション科　言語聴覚士   福原  実乃里

※ヘリポート

※写真は医療フェスタの様子です。

浜田駅北医療フェスタお知らせ

●平成28年度　地域医療従事者研修会

地域医療従事者研修会の報告

実施日 テーマ 講師（または担当）

第５回 床上全介助を要するケースへの関節拘縮予防とポジショニング

第６回 ショッピングリハビリについて

第７回 感染予防対策・感染経路別予防策

第８回 退院調整　事例検討会　地域との連携

第９回 脳卒中と再発予防について

第10回

９月15日（木）

10月26日（水）

11月17日（木）

12月  8日（木）

１月19日（木）

２月16日（木） 食事療法と栄養指導について　糖尿病・腎臓病を中心に

リハビリテーション科

リハビリテーション科
院外講師（作業療法士）
感染管理認定看護師
渡邉　正美　副看護師長
病棟　地域連携
訪問看護　ケアマネ

栄養管理室

脳卒中リハビリテーション看護認定看護師
折口　智美　看護師

今年度も盛況！

　浜田駅北医療フェスタは、色々なイベントや体験を通して、
お子様の未来の選択肢の一つとして、医療を考えてもらいた
いという気持ちで始めたのがきっか
けです。今年も、恒例のイベントの他
にヘリポート見学会を企画していま
す（天候により中止となることもあり
ます）。
　ぜひ、ご家族でご来場いただき、医
療を身近に感じてください。

　今年度も多数のご参加をいただき毎月平均約70名の方が参加してくださっています。
　第４回医療従事者研修会は、７月21日（木）に「褥瘡治療とケア」をテーマとして、
皮膚・排泄ケア認定看護師の今若育穂副看護師長による講義を実施しました。参加
者65名の殆どは看護職ですが、介護職の方も12名参加がありました。アンケート結
果から、「創の状態を正しく評価して薬剤を選択することの重要性が理解できた」「最
近の薬剤の使用例が解ったし予防の大切さを再認識した」などの意見があり好評を得
ました。
　今後の予定は下記の通りとなっています。なお、一部予定変更がございますのでご
確認お願いいたします。皆様の多数のご参加をお待ちしております。

※変更しています

● 白衣で写真撮影
● 脳年齢チェック
● 転倒リスク度チェック
● 外科手術体験　など

企画内容

場所 16
日曜日

2016

10
 9：30～15：00

参考文献／長谷川純・本多留美　県立広島大学　コミュニケーション障害学科：「失語症のある人のための文字よる情報支援」2012

失語症について

＜聞く側面＞
● 聞いた言葉が理解できない
● 聞いた内容を頭にとどめて
   おけない

＜読む側面＞
● 書いてある文章の内容が理解できない
● 声に出して読めても意味がわからない
   ことがある
● 漢字は読めるが、平仮名が読めない

＜話す側面＞
● 言いたい言葉が浮かんでこない
● 違う言葉が出てしまう
● 同じ言葉が何度も出てしまう

＜書く側面＞
● 文字を思い出せない
● 書き誤りがある
● 漢字より平仮名を書くことが
   難しい

失語症でよく見られる症状

　失語症のタイプは様々なので、私たち言語聴覚士はその方の障害の特徴を検査・評価して、その方に合っ
たコミュニケーション手段を見つけ支援していきます。コミュニケーションでお困りの事がございまし
たら、当院リハビリテーション科までお気軽にご相談ください。

失語症の方への関わり方
● 写真や絵、文字などから選んでもらう
● 要点をできるだけ漢字単語で書き出す

● 文字だけでなく、絵や写真・記号等を
　同時に提示する

「午後　雨　傘が　必要」

「午後から雨が降りますので、傘を持って出かけた方が
  いいですよ。」 

● 短くわかりやすい言葉でゆっくりと話す

● 表情や身振りを添えて話す
● 「はい」「いいえ」で答えられる質問をする

「頭、痛い？寝ます？」

「さきほどから頭痛がするとのことですが、それならば
 ベッドで横になられますか？」 

「お茶ですか？コーヒーですか？それとも紅茶ですか？」

「何が飲みたいですか？」

絵カードや地図、カレンダー、失語症の方にとって馴染み
のある物を見せて話すことで、話題が理解しやすくなり、
コミュニケーションが取りやすくなります。
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